
天
台
四
教
儀
大
要

藤

同

”HU
F
 

制
刷
V

風

余
前
き
に
一
諦
観
録
を
事
ぴ
＃
、
の
講
の
了
れ
る
や
其
が

大
要
を
緩
k

リ
中
か
せ
る
も
の
則
も
之
争
り
。
内
容
頗
る
貧

弱
に
し
て
寧
ろ
汗
顔
に
堪
え
難
当
も
の
争
れ
ざ
一
議
共

の
貢
献
す
る
所
あ
ら
ば
余
の
幸
一
個
之
に
、
過
ぎ
守
口
護
者

諸
彦
、
乞
諒
恕
。

第

一

章

線

叙

凡
そ
天
台
大
師
縛
軍
一
代
五
十
年
砂
塾
教
を
判
蒋
す
る

に
五
時
入
殺
を
以

τす
、
始
め
に
略
し
て
名
目
を
賭
壱
ば

五
時
ご
は
一
に
華
肢
の
時
、
二
仁
鹿
苑
の
時
、
一
ニ
仁
一
方
等

り
時
、
四
に
柴
若
の
時
、
五
に
法
華
注
薬
の
時
な
り
。
次

に
入
数
ど
は
藤
一
地
別
国
の
化
法
の
四
敢
ど
頓
漸
秘
密
不
定

の
化
儀
の
四
敬
ご
の
八
数
争
り
。
e

悼
の
五
時
八
散
を
用
ひ

て
一
代
の
敬
法
を
判
蒋
す
る
に
去
も
漏
す
所
争
き
な
り
、

故
仁
文
仁
、
以
一
一
五
時
入
敬
一
判
ニ
樟
東
流
一
代
事
致
－
壷
無
ν

不
v
壷
ご
叉
頓
等
凶
数
是
此
宗
判
敬
大
綱
ご
云
ひ
、
競
等
四

数
是
一
家
蒋
義
網
昌
吉
云
ふ
。

3
て
華
厳
の
時
は
悌
成
道
し
て
最
初
悌
の
悟
の
ま
L
を

説
け
ば
頓
敢
に
乙

τ、
悌
二
乗
の
小
機
を
擬
宜
せ
ん
が
錦

亭
・
り
、
所
設
の
経
別
宇
一
虫
、
が
故
に
経
題
に
従
て
時
の
名
を

立
つ
三
七
日
の
問
問
殺
を
正
意
ご
し
て
乗
て
別
散
を
詑
〈

故
に
粂
ご
名
〈
る
な
り
、
鹿
苑
の
時
は
二
乗
を
誘
引
し
て

小
果
を
得
せ
し
む
れ
ば
漸
敢
な
り
、
こ
の
鹿
苑
ご
後
の
方

等
繋
若
ご
の
三
時
は
備
小
機
を
し
て
漸
次
に
一
偽
乗
に
入

ら
し
め
ん
鴬
の
化
怠
な
れ
ば
、
共
に
漸
致
な
り
、
而
し
て

此
鹿
苑
の
時
は
初
漸
な
り
、
所
設
の
数
名
も
不
同
設
慮
も

不
同
な
れ
ば
、
最
初
の
蕗
に
従
て
時
の
名
を
立
つ
、
相
浅

き
臓
数
の
み
を
設
〈
故
仁
但
ご
名
く
る
な
り
、
究
に
方
等

の
時
は
己
に
小
機
小
乗
の
法
を
如
れ
ば
、
耽
小
慕
大
せ
し

め
ん
が
錦
め
、
一
二
議
敬
仁
劃
し
て
通
別
困
の
三
致
を
説
げ

ば
費
ご
名
〈
、
十
六
年
間
設
蕗
も
所
設
の
敬
も
不
同
な
れ

ば
虞
〈
凶
数
を
設
－
B
等
〈
衆
機
仁
被
る
ご
云
ふ
所
よ
り
時

の
名
を
立
つ
中
漸
な
り
、
究
に
繋
若
の
時
は
二
乗
大
小
各

別
争
り
ご
思
惟
す
れ
ば
、
小
を
し
て
大
に
通
性
し
め
ん
が

錦
の
設
な
れ
ば
漸
敢
に
し
℃
后
漸
な
り
。
十
四
年
間
四
蕗

十
六
曾
の
設
な
れ
ぜ
も
所
設
の
鰹
名
別
な
ら
ゴ
る
が
故
じ
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経
題
仁
従
て
時
の
名
を
立
つ
始
終
通
別
の
ニ
教
を
帯
し
て

園
教
を
設
け
ば
帯
と
名
〈
、
次
仁
法
華
混
般
市
は
共
じ
所
説

の
経
名
別
な
き
が
故
じ
経
題
じ
従
て
時
の
名
を
立
つ
る
な

り
、
法
華
の
曾
座
に
於
て
は
小
機

ωニ
乗
を
悌
自
証
の
極

理
じ
入
ら
し
む
る
な
争
、
八
年
間
ニ
蕗
三
曾
の
説
に
し
て

問
教
の
み
設
い
℃
前
四
時
を
開
曾
し
て
一
乗
の
妙
ご
成
き

し
む
、
故
じ
純
ご
名
（
る
守
b
o
浬
薬
は
備
す
滅
後
に
垂

f

」
し
て
一
日
一
夜
仁
設
さ
玉
ふ
前
番
法
華
に
於

τ未
だ
機

根
の
熟
せ
ざ
る
者
の
鋳
と
末
代
衆
生
の
悪
見
を
防
が
ん
が

鴬
に
更
に
回
数
を
説
く
故
に
雑
な
り
、
き
れ
ず
法
華
と
担

繋
さ
は
其
旨
別
な
き
が
故
に
二
経
を
合
し
て
一
時
ご
争
す

な
り
。

不
定
数
ご
秘
密
散
と
は
共
じ
前
四
時
に
於
て
説
〈
、
法

華
浬
繋
は
大
小
の
機
調
ふ
が
故
じ
不
定
数
も
秘
密
教
を
も

設
〈
乙
と
を
用
ひ
ぎ
る
な
b
、
故
仁
非
頓
非
漸
非
秘
密
非

不
定
ご
は
名
〈
O

次
に
担
架
の
回
数
ご
方
等
の
四
数
ご
は
、
回
数
の
名
は

同
じ
な
れ
ぎ
義
別
事
る
を
以
て
分
つ
、
即
も
常
住
を
知
る

と
如
ら
ぎ
る
ど
な
り
。

叉
化
儀
の
四
敷
は
化
を
設
る
始
終
の
組
み
合
を
分
く
れ

ば
、
恰
も
種
ιv
の
薬
を
調
合
し
て
部
類
を
匝
別
す
る
が
如

〈
な
れ
ば
部
意
を
明
す
な
り
、
判
蒋
の
中
じ
は
判
の
方
な

b
，
、
化
法
の
四
致
は
界
内
界
外
利
鈍
の
機
に
劃
し
て
法
の

道
理
を
示
し
是
を
修
証
せ
し
む
る
敢
な
れ
ば
、
恰
も
薬
の

性
分
を
如
bF
て
病
に
問
応
じ
て
薬
を
あ
て
が
ふ
様
守
れ
ば
敬

意
を
明
す
・
号
。
、
故
仁
判
梓
の
中
じ
は
梓
の
方
な
り
。
来

に
五
味
じ
五
時
を
針
す
る
に
二
意
あ
り
。

一
に
約
数
相
生
の
遁
に

τは
五
味

ω相
生
次
第
を
取

τ

五
時
説
法
の
順
序
を
捨
て
進
む
仁
醤
へ
、
ニ
に
約
機
濃
淡

の
遁
じ
で
は
五
味
の
淡
よ
り
濃
じ
進
を
取
て
一
類
の
韓
関

の
五
番
の
薫
陶
を
経
る
機
根
の
調
熟
浅
深
じ
警
ふ
る
争
り

第
ニ
章
五
時
判
の
大
要

五
時
ど
は
蒋
迦
一
代
の
説
法
を
且
ら
〈
年
月
の
上
よ
り

竪
仁
五
分
し
、
稗
曾
A
1
番
出
世
の
嘗
機
た
る
最
鈍
根
の
ニ

蕪
を
し
て
次
第
に
調
熟
し
、
絡
に
偽
道
を
成
せ
し
む
る
仁

王
る
一
期
調
熟
の
化
意
を
彰
す
に
あ
り
o

第
－
節
前
四
時
の
大
綱

第
一
悲
殿
の
時
稗
曾
成
道
し
て
最
初
三
七
の
問
寂
滅
道

(21) 



携
の
菩
提
樹
下
金
剛
路
上
に
在
し
で
別
国
頓
大
の
機
な
る

注
慧
功
徳
林
金
剛
憧
金
剛
減
の
四
大
菩
薩
を
初
め
四
十
一

位
の
法
身
の
菩
薩
並
に
宿
世
仁
枝
熟
せ
る
天
龍
八
部
等
の

大
機
の
銭
に
保
虚
合
那
報
井
・
M
L

現
L
r
i凶
満
修
多
羅
を
説

き
玉
ふ
。
是
即
も
韮
一
・
殿
犬
一
来
粍
争
り
、
之
を
頓
敬
さ
云
ふ
。

而
し
て
共
所
被
の
機
根
は
同
じ
〈
界
外
の
大
機
な
り
す
」
離

も
利
鈍
の
二
類
あ
り
、
随
て
能
被
の
教
に
於
て
も
困
散
が

E
2な
h
，
ピ
雌
も
、
関
数
を
も
設
け
ば
未
だ
棋
を
宋
ぬ
る

こ
ど
を
見
る
、
能
は
ず
、
故
に
部
仁
約
し
で
頓
ご
争
し
、

敢
に
約

ιて
乗
ご
名
〈
る
な
り
。

此
事
殿
躍
に
明
す
所
の
三
照
の
警
の
中
仁
は
、
偽
出
世

し
て
最
初
華
肢
を
詑
〈
義
を
日
の
初
て
出
て
先
づ
第
一
番

仁
高
山
を
照
す
に
例
へ
た
b
o
日
を
保
仁
鴨
へ
高
山
を
頓

大
の
機
じ
光
を
説
敢
仁
喰
ふ
る
な
ら
、
又
担
架
軽
に
明
す

五
味
の
例
の
中
に
是
の
華
巌
の
時
を
例
ふ
る
じ
二
義
あ
り

一
仁
は
悌
最
初
仁
華
巌
を
説
〈
義
を
初
め

τ牛
よ
り
乳
を

出
す
に
例
へ
、
二
じ
は
大
乗
を
以

τ小
機
ど
擬
宜
す
る
仁

小
乗
の
機
一
向
に
未
熟
な
る
是
を
乳
味
の
牛
よ
b
自
た
ば

か
り
仁
て
未
だ
練
ら
古
る
じ
鴨
ふ
、
是
は
備
が
最
初
長
行

授
記
弧
起
無
問
自
説
悶
線
警
喰
本
事
本
生
方
庚
未
曾
有
論

議
の
大
来
十
二
部
癒
を
説
く
を
云
ふ
な
り
。

法
事
の
信
解
品
仁
云
く
即
遣
一
一
偏
人
一
念
迫
賂
還
窮
子
驚

傍
抑
制

v
怨
大
晩
等
ご
一
百
々
、
此
は
信
解
口
聞
に
於
て
壊
詞
迦
葉

須
菩
提
目
蓮
摩
詞
迦
施
延
の
四
大
弟
子
、
悌
の
一
代
の
化

意
を
領
す
る
中
華
出
版
擬
宣
の
時
を
領
解
す
る
文
る
り
。

第
二
に
鹿
苑
の
時
乙
れ
よ
り
鹿
苑
方
等
柴
若
の
三
時
は

共
に
漸
敢
な
る
こ
ど
前
代
述
ぷ
る
が
如

L
、
三
日
己
後
彼

羅
茶
同
鹿
野
苑
仁
於
て
木
菩
提
樹
の
下
に
草
を
以
て
座
ご

亭
し
、
劣
総
身
を
示
し
陳
如
等
の
五
人
の
錫
め
に
生
滅
の

四
諦
十
二
悶
線
事
の
六
度
等
の
法
門
を
設
さ
玉
ひ
し
を
始

ご
し
て
、
十
二
年
間
五
天
竺
中
行
化
の
設
を
一
再
ふ
、
所
誌

の
教
は
阿
合
経
－
な
り
、
識
敢
に
麗
す
、
若
し
華
巌
三
照
の

中
仁
は
究
照
幽
谷
な
り
、
此
は
丁
度
華
肢
の
究
鹿
苑
小
一
燕

を
設
〈
仁
例
ふ
る
な
り
、
四
致
の
機
の
中
三
戴
最
も
下
劣

争
る
故
じ
是
を
幽
谷
に
例
ふ
、
叉
担
繋
五
味
の
中
じ
は
酪

味
あ
り
、
乳
味
よ
り
酪
味
を
生
十
る
が
故
に
華
厳
の
次
に

設
〈
所
の
鹿
苑
を
酪
味
仁
例
ふ
、
此
は
華
巌
大
乗
十
二
部

経
よ
り
長
行
重
碩
弧
起
因
縁
母
国
味
本
事
本
生
未
曾
有
論
議
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の
九
部
の
修
羅
を
出
す
な

b
、
故
仁
法
華
の
信
解
品
仁
云

〈
而
以
ニ
方
便
－
密
遺
一
一
下
人
形
色
惟
惇
無
一
一
威
徳
一
者
九
供
可

一ニ詣
ν
彼
徐
語
ニ
窮
子
一
雇
v
放
除
v
糞
等
此
は
聞
大
韓
関
鹿
苑

の
時
を
領
解
す
る
文
に
し
て
、
誘
引
の
賦
況
を
遁
成
せ
る

在
り
、
鹿
苑
の
前
の
華
織
の
座
じ
は
三
乗
の
根
性
盆
な
か

b
し
が
故
仁
、
大
を
寝
て
小
を
施
し
て
小
機
仁
小
果
を
証

せ
し
む
れ
ば
漸
の
初
な
り
。
然
し
て
小
乗
三
壊
は
是
の
三

臓
の
法
門
を
至
極
の
怯
な
り
ご
思
惟
せ

b
o

第
三
方
等
の
時
二
乗
己
に
鹿
苑
に
於
て
小
果
を
得
て
同

入
法
性
の
思
を
な
し
、
決
身
滅
智
乙
て
無
除
湿
薬
に
入
る

を
至
極
ご
思
惟
し
居
れ
ば
、
悌
に
於
て
三
撮
致
を
折
挫
し

て
通
別
薗
の
三
殺
を
稽
歎
し
、
前
三
教
の
浅
劣
を
破
し
、

間
数
の
深
勝
を
褒
美
し
て
二
一
束
を
し
て
恥
小
慕
大
せ
し
め

し
教
が
即
も
方
等
敬
争
り
、
此
殺
を
調
教
ご
名
る
義
は
二

乗
の
小
呆
を
至
極
ご
念
ず
れ
ば
、
偽
其
念
を
破
ら
ん
銭
め

庚
く
四
殺
を
詫
く
に
識
数
字
字
の
敢
に
劃
比
泊
し
て
遁
別
圏

三
教
の
満
宇
の
殺
を
説
く
、
故
に
封
数
ど
云
ふ
。
（
こ
の

並
劃
の
義
の
外
相
調
々
破
等
の
義
あ
れ
ざ
も
暮
す
）

若
乙
華
厳
三
照
の
中
仁
は
次
照
卒
地
に
例
ふ
、
共
中
の

食
時
ご
℃
今
の
八
時
A
T分
じ
嘗
る
な
り
、
是
則
も
康
く
四

致
の
機
の
矯
に
四
敬
を
詑
〈
が
故
に
、
日
の
編
く
一
切
の

平
地
を
照
す
仁
例
ふ
る
－
な
り
。
又
担
架
五
味
の
例
の
中
じ

は
生
町
味
な
り
酪
味
よ
り
生
町
味
を
出
す
、
此
は
鹿
苑
小

乗
の
究
ぎ
に
方
等
敬
を
説
く
の
義
守
り
。

法
華
の
信
解
品
に
云
〈
、
過
v
是
己
犠
心
相
体
信
入
出
無

v
難
然
其
所
止
猶
在
ニ
本
蕗
一
等
云
A

ザ
此
は
鹿
苑
施
小
の
後

方
等
を
読
〈
二
乗
を
弾
詞
す
れ
ぜ
も
鹿
苑
に
て
己
仁
小
呆

を
得
て
居
る
故
仁
二
乗
大
乗
の
勝
れ
た
る
訟
を
慕
ひ
、
小

乗
の
劣
れ
い
る
を
恥
ぢ
て
大
教
を
信
じ
心
の
ず
な
を
成
る
を

云
ふ
な
り
。

第
四
葉
若
の
時
前
方
等
の
中
に
於

τ、
二
乗
恥
小
慕
大

の
念
を
生
A
V
ご
雄
も
、
而
も
大
小
各
別
歩
・
り
と
思
惟
す
る

が
故
に
、
今
繋
若
の
時
に
於
て
は
後
三
数
を
説
い
て
一
切

の
法
皆
摩
詞
前
大
乗
あ
り
ご
設
く
な
り
。
横
入
の
機
あ
り

さ
雄
も
殊
更
に
競
敬
を
設
か
ず
し
て
小
盆
を
得
せ
し
め
、

堅
入
の
機
に
は
国
教
を
正
意
Z
’
し
て
常
に
遁
別
の
ニ
教
を

挟
帯
し
て
設
く
な
り
o

諸
部
の
繋
若
敷
の
中
に
は
悌
多
く
身
子
室
生
等
の
韓
関
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に
命
じ
て
備
の
加
被
カ
仁
依
て
備
の
代
ら
じ
大
乗
の
法
を

菩
薩
の
錦
仁
設
か
し
む
る
な
り
。
放
に
轄
・
教
付
財
さ
云
ふ

悌
韓
関
じ
設
か
し
む
る
は
、
二
乗
を
し
て
大
乗
の
法
に
通

達
せ
し
め
ん
が
錦
争
h
y
o

然
れ
ず
も
二
乗
自
ら
は
大
乗
の

法
門
は
菩
薩
の
所
修
じ
し
て
我
等
二
乗
の
修
す
ぺ
き
も
の

仁
非
今
ご
思
へ
・
9
0
叉
繋
若
じ
て
は
小
乗
の
法
門
も
大
乗

の
法
門
も
一
切
の
法
皆
摩
詞
大
乗
ご
説
い
て
但
法
仁
大
小

別
な

3
を
顕
す
、
故
に
般
市
若
は
怯
を
関
曾
し
て
末

r人
を

開
合
せ

5
る
＋
F
b
o

若
し
華
厳
三
照
の
例
の
中
仁
は
究
賎
平
地
の
矯
歩
h
y
o

食
時
の
究
の
偶
中
ご
て
丁
度
十
時
頃
仁
嘗
れ
h
y
、
故
仁
‘
2

r物
に
蔭
の
出
来
る
時
分
な
h
y
、
又
控
般
市
五
味
の
中
じ
は

熟
町
昧
仁
例
ふ
。
即
ち
大
を
信
子
る
生
町
味
よ
り
大
仁
通

ず
る
熟
町
味
を
出
す
ま
り
、
乙
れ
方
等
の
後
摩
詞
襲
若
を

誘
き
出
す
ご
争
b
o

法
華
の
信
解
品
じ
云
（
、
是
時
長
者
有
ν疾
自
釦
ニ
締
死

不
五
八
語
－
－
窮
子
日
言
我
今
多
有
ニ
金
銀
珍
賓
－
倉
庫
盈
溢
英

中
多
少
所
鹿
取
輿
云
々
。

是
の
文
に
於
て
回
大
聾
聞
よ
く
縛
激
付
尉
融
遁
陶
汰
て

ふ
般
車
若
の
部
意
を
領
解
せ
り
。

以
上
鹿
苑
方
等
襲
若
の
三
時
は
漸
究
に
洩
き
ょ
b
深
さ

に
至
ら
し
む
れ
ば
華
殿
頓
大
仁
劃
し
て
総
じ
て
漸
数
ご
名

〈
る
争
。
。

(24) 

論
相
承
奥
付
婦
関
係

佐

藤

秀

温

天

総

論

宗
教
ご
は
宇
宙
絶
劉
の
異
理
を
開
出
乙
、
而
し
て
十
界

の
中
央
た
る
人
間
界
を
根
本
ご
し
、
－
一
雄
崇
高
偉
大
仁
し

て
吾
人
を
し
て
敬
畏
す
べ
き
戚
情
を
起
き
し
め

τ、
人
心

の
奥
底
を
支
配
し
、
之
を
人
格
化
し

τ信
仰
し
、
人
生
の

繰
陪
を
補
は
ん
ご
す
る
も
の
じ
し
て
、
往
て
は
園
家
安
泰

の
基
礎
を
立
て
、
叉
世
界
文
明
の
本
源
さ
も
稀
す
ぺ
き
も

の
是
也
。
而
し
て
宗
教
に
は
多
種
あ
h
y
ご
雌
も
、
悌
致
を

除
〈
の
外
は
皆
な
外
典
外
遺
志
L
9
0

其
の
外
遣
の
所
詮
は

内
遣
に
入
る
即
も
最
要
な
b
o
成
る
外
道
の
云
〈
、
千
年

己
後
働
出
世
す
等
云
々
。
叉
或
る
外
道
の
云
〈
、
百
年
己


